
年
）
の
受
講
生
の
う
ち
、
希
望
者
を
引
率
し
て
行
な
っ
た
。

浪
速
少
年
院
（
五
五
巻
六
号
）

宇
治
少
年
院
（
石
六
巻
一
号
）

京
都
医
療
少
年
院
（
五
六
巻
四
号
）

三
重
刑
務
所
（
五
七
巻
一
号
）

宮
川
医
療
少
年
院
（
五
七
巻
四
号
）

神
戸
刑
務
所
（
本
号
）

今
回
は
、
神
戸
刑
務
所
の
様
子
を
紹
介
す
る
。
神
戸
刑
務
所
は
、
府
中
刑
務
所
（
東
京
都
府
中
市
）
、
大
阪
刑
務
所

（
京
都
府
京
都
市
）
、
名
古
屋
刑
務
所
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
と
並
ぶ
、
五
大
行
刑
施
設
の
―
つ
で
あ
る
。

神
戸
刑
務
所
の
見
学
は
、
平
成
一
八
年
（
二

0
0

六
年
）
八
月
に
、
私
の
担
当
す
る
平
成
一
八
年
度
(
―
1
0
0
六
年
度
）
刑
事
学
I
•

刑
事
学
（
通

施
設
見
学
記
録
⑥
神
戸
刑
務
所

永

田
二
六
八

（
大
阪
府
堺
市
）
、
京
都
刑
務
所

憲
（
九
五
八
）

史



施
設
見
学
記
録
⑥
神
戸
刑
務
所

引
き
続
い
て
質
疑
応
答
の
機
会
が
設
け
ら
れ
た
。

ま
ず
、
施
設
の
概
要
や
処
遇
の
内
容
を
紹
介
し
た
ビ
デ
オ
を
視
た
後
、
所
内
の
見
学
を
行
な
い
、
そ
の
後
、
総
務
部
長
か
ら
講
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

な
ど
が
あ
る
。

務
所
で
あ
る
。

F
指
標
に
つ
い
て
は
、
平
成
一

0
年
(
-
九
九
八
年
）
に
収
容
を
開
始
し
た
。

神
戸
刑
務
所
に
お
け
る
処
遇
の
紹
介
と
し
て
は
、
岡
田
和
治
「
神
戸
刑
務
所
に
お
け
る
釈
放
前
指
導
活
動
に
つ
い
て
」
刑
政
一

0
八
巻
七
号
(
-
九
九

七
）
九
八
頁
以
下
、
松
田
辰
夫
「
社
会
復
帰
に
向
け
た
行
刑
の
教
育
活
動
l

神
戸
刑
務
所
の
取
組
」
刑
政
―

1
0
巻
二
号
(
-
九
九
九
）

以
下
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
施
設
見
学
記
録
と
し
て
は
、
道
谷
卓
「
神
戸
刑
務
所
の
参
観
に
つ
い
て
」
姫
路
法
学
四
六
巻
（
二

0
0
七）

神
戸
刑
務
所
は
、
処
遇
指
標
B

（
犯
罪
傾
向
が
進
ん
で
い
る
者
）
と

F

号
(
-
九
九
六
）

一
七
頁
以
下
参
照
。

神
戸
刑
務
所
は
、
兵
庫
県
明
石
市
の
J

R
西
明
石
駅
の
近
く
に
あ
る
。
明
治
の
初
め
頃
に
神
戸
市
内
に
あ
っ
た
未
決
収
容
施
設
と
既
決
収
容
施
設
が
前

身
で
あ
る
。
昭
和
―
―
一
年
(
-
九
三
七
年
）
に
現
在
地
で
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
昭
和
一
八
年
(
-
九
四
三
年
）
に
工
場
や
舎
房
が
竣
工
し
て
、
機

能
の
大
部
分
が
現
在
地
に
移
転
し
、
昭
和
二
五
年
(
-
九
五

0
年
）
に
全
て
の
新
築
工
事
が
完
了
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
五
大
行

刑
施
設
の
整
備
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
六
一
年
(
-
九
八
七
年
）

戸
刑
務
所
の
庁
舎
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
偲
田
光
長
「
神
戸
刑
務
所
の
設
計
に
つ
い
て
建
築
デ
ザ
イ
ン
心
理
学
的
発
想
」
刑
政
一
〇
七
巻
―
二

は

じ

め

に

二
六
九

か
ら
順
次
改
築
工
事
を
進
め
、
平
成
八
年
(
-
九
九
六
年
）
に
工
事
が
完
了
し
た
。
神

（
日
本
人
と
異
な
る
処
遇
を
必
要
と
す
る
外
国
人
）

の
受
刑
者
を
収
容
す
る
刑

（
九
五
九
）

五
0
頁

1
0
―
頁
以
下



第
五
七
巻
五
号

―
一
．
処
遇

神
戸
刑
務
所
に
は
、
定
員
六
名
の
集
団
室
が
一
五
0
室
、
定
員
一
名
の
単
独
室
が
九
0
0
室
あ
り
、
総
定
員
は
一
八
0
0
名
で
あ
る
が
、
収
容
者
数
は
、

近
年
、
一
―
―
1
0
0
名
前
後
で
推
移
し
て
お
り
、
収
容
率
約
―
二
0
％
の
過
剰
収
容
状
態
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
集
団
室
に
最
大
九
名
の
受
刑
者
を
収
容
し

て
対
処
し
て
い
る
。
新
入
は
年
間
約
一
五
0
0
人
で
あ
る
。

B
指
標
受
刑
者
の
約
半
数
が
愚
力
団
と
過
去
に
関
係
が
あ
っ
た
者
又
は
現
在
も
関
係
が
あ
る

者
で
あ
り
、
全
体
の
約
三
割
は
現
在
も
関
係
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
暴
力
団
か
ら
の
離
脱
を
表
明
し
、
仮
釈
放
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
も
多

い
が
、
仮
釈
放
が
認
め
ら
れ
な
い
と
、
離
脱
の
意
思
表
示
が
虚
偽
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
者
も
少
な
く
な
い
。

F
指
標
の
受
刑
者
は
約
一
六
0
名
で
あ
る

が
、
日
本
語
を
あ
る
程
度
理
解
し
、
風
俗
習
慣
が
著
し
く
相
違
し
な
い
者
を
中
心
に
収
容
し
て
い
る
。
そ
の
国
籍
は
、
中
国
が
約
半
数
を
占
め
、

ル
、
イ
ラ
ン
、
韓
国
、

ベ
ト
ナ
ム
が
多
い
。
宗
教
な
ど
に
よ
り
、
食
事
に
配
慮
が
必
要
な
者
は
五
名
前
後
で
あ
る
。

ブ
ラ
ジ

罪
名
別
で
は
、
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
が
三
五
％
、
窃
盗
が
三
0
%
、
詐
欺
が
六
％
、
傷
害
が
五
％
、
強
盗
が
五
％
、
殺
人
が
二
％
な
ど
と
な
っ
て
い

-
i
二
年
が
一
六
％
、
ニ
ー
四
年
が
五
二
％
、
四
ー
六
年
が
一
八
％
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
は
三
年
五
月
で
あ
る
。

F
指
標
で

無
期
刑
の
者
も
収
容
さ
れ
て
い
る
。
入
所
回
数
は
、
初
入
が
二
四
％
、
ニ
ー
三
人
が
一
二
四
％
、

四
ー
五
入
が
一
七
％
、
六
ー
七
入
が
一
―
%
、

八
ー
九
入

一
五
入
以
上
が
一
％
と
な
っ
て
お
り
、
平
均
回
数
は
約
四
入
で
あ
る
。
平
均
年
齢
は
、
約
四
五
歳
で
あ
る
。
近
時
、

六
0
歳
以
上
の
者
が
増
加
し
て
お
り
、
全
体
の
一
四
％
を
占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
最
高
齢
は
八
九
歳
で
あ
る
。
六
0
歳
以
上
の
者
の
約
半
数
は
、
通
常

の
作
業
に
適
さ
な
い
た
め
、
居
室
の
建
物
内
に
あ
っ
た
集
会
室
を
改
修
し
て
工
場
と
し
、
居
室
の
建
物
外
の
工
場
に
歩
い
て
出
役
し
な
く
と
も
よ
い
よ
う

大
規
模
な
施
設
で
あ
る
た
め
、
所
長
以
下
、
総
務
部
、
処
遇
部
、
教
育
部
、
医
務
部
、
分
類
審
議
室
の
五
部
制
を
採
っ
て
い
る
。
職
員
総
数
は
三
四
〇

名
で
あ
る
が
、
豊
岡
拘
置
支
所
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

に
配
慮
し
て
い
る
。

が
七
％
、

-
0
ー
一
四
入
が
七
％
、

る
。
宣
告
刑
期
は
、

関
法

の

内

容

と
洲
本
拘
置
支
所
（
兵
庫
県
洲
本
市
）
に
一
0
名
ず
つ
職
員
を
割
い
て
い
る
た
め
、
本
所
で
三
二

O

名
が
勤
務
し
て
い
る
。
処
遇
部
の
処
遇
部
門
が
一
―
1
0
名
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
う
ち
一
0
0
名
が
二
五
名
ず
つ
四
組
に
分
か
れ
、
昼
夜
勤
を
担
当
し
て

二
七

0

(
九
六
O
)



施
設
見
学
記
録
①
神
戸
刑
務
所

い
る
。
受
刑
者
が
外
部
の
病
院
に
入
院
す
る
場
合
、
三
名
の
職
員
が
常
時
付
添
う
。

二
七

（
九
六
一
）

受
刑
者
は
、
二
週
間
の
入
所
時
教
育
が
終
わ
る
と
、
そ
の
適
性
に
応
じ
て
、
刑
務
作
業
の
業
種
を
指
定
さ
れ
、
就
業
す
る
。
神
戸
刑
務
所
に
は
、
木
工
、

印
刷
、
洋
裁
、
金
属
、
革
エ
、
化
学
、
自
動
車
の
二
六
の
工
場
が
あ
る
。
化
学
工
場
で
は
、
全
国
の
被
収
容
者
が
使
用
す
る
ス
リ
ッ
パ
を
製
造
し
て
い
る
。

ま
た
、
自
動
車
工
場
は
、
民
間
車
検
整
備
指
定
工
場
と
な
っ
て
お
り
、
官
公
庁
の
車
輌
だ
け
で
な
く
、
民
間
の
車
輌
の
車
検
や
整
備
を
行
な
っ
て
い
る
。

職
業
訓
練
は
、
整
備
士
国
家
試
験
三
級
の
取
得
を
目
指
す
自
動
車
整
備
科
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
を
行
な
う
建
設
機
械
科
、
足
場
組
立
て
の

作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
行
な
う
就
業
支
援
コ
ー
ス
科
の
三
科
が
あ
る
。
整
備
士
国
家
試
験
三
級
は
受
講
者
の
ほ
と
ん
ど
が
出
所
ま
で
に
取
得
し
て
い
る
。

釈
放
前
指
導
に
お
い
て
は
、
職
業
安
定
所
な
ど
の
訪
問
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

月
―
一
回
、
教
育
免
業
日
が
設
け
ら
れ
、
作
業
に
代
え
て
、
被
害
者
感
情
教
育
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

年
間
の
反
則
件
数
は
、
―

1
0
0
0
件
を
超
え
て
お
り
、
そ
の
約
六
割
が
就
業
拒
否
や
逃
げ
込
み
目
的
の
違
反
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
単
独
室
へ
の
収
容

を
狙
っ
た
逃
げ
込
み
は
、
集
団
室
の
狭
饂
化
や
人
間
関
係
か
ら
、
近
時
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

入
浴
は
、
通
常
週
二
回
で
あ
る
が
、
夏
期
は
週
三
回
と
し
て
い
る
。
四

0
名
i
六
0
名
程
度
が
利
用
て
き
る
浴
場
が
一
ニ
ヶ
所
し
か
な
い
た
め
、

――
1
0
分
か
ら
入
浴
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
作
業
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

食
事
は
、
管
理
栄
養
士
の
作
成
し
た
献
立
に
従
い
、
受
刑
者
に
よ
り
所
内
で
調
理
さ
れ
て
い
る
。
炊
場
で
の
作
業
は
毎
日
午
前
四
時
か
ら
開
始
さ
れ
て

い
る
。
炊
場
に
配
役
さ
れ
た
受
刑
者
は
、
衛
生
上
の
配
慮
も
あ
っ
て
、
毎
日
入
浴
し
て
い
る
。

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
一
七
年
法
律
五

0
号）

を
設
け
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
二
つ
目
の
運
動
場
の
整
備
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

H
I
V
の
感
染
者
も
収
容
し
て
い
る
。
ま
た
、

C
型
肝
炎
の
感
染
者
が
多
い
。

―――一時

五
七
条
に
よ
り
、
日
曜
日
な
ど
を
除
き
、
毎
日
運
動
の
時
間



設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
九
条
四
項
参
照
）
。

続
い
て
、
居
室
を
見
学
し
た
。
集
団
室
は
、

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

第
五
七
巻
五
号

．
佑
也
几
又

三

カ

は

比
較
的
最
近
整
備
が
完
了
し
た
施
設
で
あ
る
た
め
、
建
物
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。

ま
ず
、
印
刷
工
場
を
見
学
し
た
。
受
刑
者
が
作
業
中
で
あ
っ
た
。
冷
房
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
稼
動
し
て
い
た
。
工
場
で
は
、
病
院
の
入
院
者
向
け
パ

次
に
、
自
動
車
整
備
工
場
を
見
学
し
た
。
車
検
や
整
備
の
た
め
と
思
わ
れ
る
自
動
車
が
二

0
台
ほ
ど
あ
っ
た
。

就
寝
し
、
受
刑
者
二
名
が
そ
の
下
に
足
を
入
れ
て
就
寝
し
て
い
る
。
ト
イ
レ
は
窓
際
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
分
隔
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
廊
下
か
ら
は
見

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
テ
レ
ビ
が
各
室
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
私
物
の
保
管
の
た
め
の
木
製
の
ロ
ッ
カ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
た

び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
四
八
条
参
照
）
。

ち
ら
も
テ
レ
ビ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
懲
罰
の
た
め
の
部
屋
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
居
室
は
、
南
向
き
又
は
北
向
き
で
、
建
物

と
建
物
の
間
隔
が
か
な
り
あ
る
た
め
、
明
る
＜
、
特
に
南
向
き
の
部
屋
の
採
光
は
か
な
り
よ
い
よ
う
に
感
じ
た
。

が
稼
動
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
た
が
、
通
風
は
そ
れ
ほ
ど
よ
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
当
日
、
最
高
気
温
が
三
二
度
と
い
う
天
気
の
せ
い
も

あ
っ
て
、
大
変
暑
く
感
じ
た
。

居
室
の
建
物
の
入
口
付
近
に
は
、
鍵
付
き
の
提
案
箱
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
受
刑
者
が
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
（
刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収

容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
七
条
）
に
提
出
す
る
書
面
を
投
函
す
る
も
の
で
、
刑
事
施
設
視
察
委
員
会
の
委
員
が
鍵
を
管
理
し
て
い
る

な
お
、
収
容
区
画
の
入
口
に
は
、
指
紋
認
証
の
機
械
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。

見
学
中
、
移
動
中
や
作
業
中
の
受
刑
者
を
目
に
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
が
、
高
齢
者
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
た
。

関
法

の

様

子

（
刑
事
収
容
施

一
方
、
単
独
室
の
建
物
で
は
、
換
気
扇

二
七
ニ

―
二
畳
ほ
ど
で
、
簡
易
な
木
製
の
机
状
の
ベ
ッ
ド
が
一
っ
設
置
さ
れ
て
い
た
。
受
刑
者
一
名
が
ベ
ッ
ド
で

ロ
ッ
カ
ー
は
ダ
イ
ヤ
ル
式
で
鍵
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
単
独
室
は
三
畳
ほ
ど
で
、
こ

（
九
六
二
）

（
刑
事
収
容
施
設
及
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集
団
室
の
ベ
ッ
ド
の
実
物
を
初
め
て
見
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
高
さ
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
下
で
就
寝
す
る
受
刑
者
が
身
動
き
て
き
な
い
状
況
が
看
取
さ

れ
た
。
ま
た
、
狭
陰
で
あ
る
た
め
、
普
段
の
生
活
で
受
刑
者
に
大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る
こ
と
が
推
察
で
き
た
。

神
戸
刑
務
所
で
は
、
平
成
一
八
年
（
二

0
0
六
年
）

五
月
の
連
休
中
に
多
く
の
刑
務
官
に
休
暇
を
と
ら
せ
る
た
め
、
単
独
室
に
二
名
を
収
容
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
受
刑
者
の
傷
害
行
為
に
よ
り
、
同
室
の
受
刑
者
が
死
亡
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。
実
際
に
単
独
室
を
見
学
し
て
、
二
名
を
収
容
す

る
の
は
、
や
は
り
支
障
が
大
き
い
と
感
じ
た
。
ま
た
、
夜
勤
の
刑
務
官
が
通
常
時
で
も
二
五
名
し
か
お
ら
ず
、
夜
間
に
外
部
の
病
院
に
受
刑
者
を
連
れ
て

総
務
部
長
の
講
話
か
ら
も
、
過
剰
収
容
の
下
、
規
律
維
持
だ
け
で
も
非
常
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お
り
、
受
刑
者
に
必
要
な
処
遇
を
行
な
う
こ
と
が

困
難
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
た
。
職
員
の
労
働
環
境
を
向
上
さ
せ
、
受
刑
者
に
必
要
な
処
遇
や
病
院
へ
の
付
添
い
な
ど
を
十
分
に
行
な
う
た
め
に
も
、
過

剰
収
容
状
態
を
早
期
に
解
消
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
質
を
下
げ
ず
に
、
職
員
数
を
大
幅
に
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
。

御
多
忙
の
折
、
見
学
の
お
世
話
を
い
た
だ
い
た
総
務
部
長
は
じ
め
職
員
の
方
々
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

行
く
こ
と
は
人
員
上
困
難
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
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